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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，現在，大学
など多くの教育機関がオンラインを用いた遠隔授業を展開
している。文科省の調査によれば，大学などの教育機関で
は，2020 年 9 月の時点において，約 8 割が対面とオンライ
ンを併用し後期授業を実施する方針と回答している[1]。ま
た，最近のデジタル・トランスフォーメーション(DX) の流れ
もあり，教育現場のオンライン化は，今後ますます加速する
ものと考えられる。

教育現場では，遠隔授業の支援ツールとして LMS( 学
習管理システム)を利用しているケースが多く，本学保健
科学部でも，LMSとして Moodleを採用し，授業の教材
設置や課題の提出，アンケートの実施など，授業に関する
幅広いサービスを提供している。特にコロナ禍においては，
従来対面授業で使用していた教材の多くを電子媒体に置
き換える必要があり，これをMoodle にどのように組み込み
良質な授業サービスを提供できるかが主要な課題の一つと
なっている。

教育機関で使用される主要な LMS は，画面上に多くの
フレームやアイコンが設置されており，晴眼者が利用した場
合，インターフェースが直感的でわかりやすい。一方で，視
覚障害学生に対しては，このような「わかりやすさ」の恩恵
を受けることができず，LMS に関するインターフェースの方
向性が逆に視覚障害者のアクセシビリティをより困難なもの
にしている。本学部においても，Moodle のモジュール変更
といった各種設定により，視覚障害学生に対するアクセシビ
リティ改善に取り組んでいるが，根本的な解決が難しいの
が現状である。

本研究では，前述の問題点を解決するため，主に LMS
に焦点をあて，視覚障害者にとって最もアクセシビリティが
高く利便性の高い LMS の構築について研究を行った。

最初に視覚障害学生に適した eラーニングや LMS のアク
セシビリティに求められる評価項目に関する要件の整備を
行った。次に教育 Web システムの構築といった取り組み
により，アクセシビリティの高い遠隔授業システムの開発を
推し進めた。

視覚障害者向け Web アクセシビリティの品質基準として
は，JIS X 8341-3 が有名であるが，これは Web に特化し
たものである。一方で，本研究では，スクリーンリーダ / 点
字ディスプレイ/ 点字キーボードといった Web に関するイン
ターフェースまでも包括し，教育支援ツール全体に対する品
質について検討した。eラーニングに関するアクセシビリティ
改善について，著者はこれまでも [2-4]といった成果があるが，
本研究はこれらを補完するするものであり，今後，研究成果
がまとまれば，順次対外発表などの取り組みを実施する。こ
れらの取り組みにより得られた知見は，適切な LMS の構築
や eラーニング教材のバリアフリー化の一助になると考える。
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